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関
西
大
学
図
書
館
蔵
生
田
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
上
巻
の
本
文

惠
　
阪
　
友
紀
子

一
、
は
じ
め
に

　
関
西
大
学
図
書
館
蔵
生
田
本
『
和
漢
朗
詠
集
』（
以
下
、
生
田
本
）
は
、
鎌

倉
時
代
中
期
に
書
写
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
き
伝
本
で
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の

写
本
は
数
多
く
現
存
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
美
麗
な
料
紙
に
書
写
さ
れ
る
な

ど
、
調
度
品
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
誤
写
や
誤
脱
な
ど
本
文
に
問
題
が
あ

る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
生
田
本
を
紹
介
す
る
意
義

は
、
裏
書
に
あ
る
。
該
本
は
上
下
二
巻
か
ら
な
る
巻
子
本
で
、
上
巻
の
背
面

に
詳
細
な
注
（
裏
書
）
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
裏
書
の
内
容
は
、
平
安
後
期
の
学
者
で
あ
る
大
江
匡
房
が
注
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
朗
詠
江
注
」
と
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
現
在
、
朗
詠
江
注
を

有
す
る
諸
本
は
数
種
類
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
こ
の
生
田
本
は
、

大
江
匡
房
が
所
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
江
本
」
の
特
徴
と
よ
く
一
致
す

る
。
朗
詠
江
注
を
有
す
る
正
安
本
・
建
長
本
・
貞
和
本
・
長
親
本
で
は
、
夏

部
の
一
項
目
「
扇
」
に
「
江
本
無
扇
題
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

江
本
に
「
扇
」
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
生
田
本
は
ま
さ
に
こ
の

扇
の
項
目
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
大
江
匡
房
の
「
朗
詠
江
注
」

を
考
え
る
上
で
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
本
文
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
生
田

本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
関
西
大
学
図
書
館
蔵
生
田
文
庫
本
『
和
漢
朗
詠
集
』

と
朗
詠
江
注
」（『
中
古
文
学
』
第
八
十
六
号
、
平
成
二
十
二
年
、
中
古
文
学

会
）
に
詳
し
く
紹
介
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
生
田
本
上
巻
の
本
文
全
文
と
裏
書
な
ど
の
注
を
対
照
で
き
る

形
で
紹
介
す
る
。

二
、
生
田
本
の
書
誌

形
態
：�

巻
子
本
二
巻
。
一
紙
は
縦
三
十
一
セ
ン
チ
。
上
巻
三
十
六
紙
、
下
巻

三
十
四
紙
を
継
ぐ
。

奥
書
：
な
し

界
線
：�
行
間
及
び
天
地
に
薄
墨
界
線
、
地
の
界
線
は
、
上
巻
で
は
一
条
、
下

巻
で
は
二
条
。



一
〇
二

筆
跡
：�

上
下
は
別
筆
。
明
治
二
十
年
に
記
さ
れ
た
佐
藤
栄
中
の
鑑
定
し
た
折

紙
に
は
、
上
巻
藤
原
為
家
、
下
巻
世
尊
寺
行
能
と
す
る
。
た
だ
し
、

上
巻
巻
頭
～
目
録
「
九
日
付
菊
」、
下
巻
風
402
～
餞
別
632
前
半
、
恋
786

～
白
798
前
半
の
三
箇
所
は
江
戸
期
の
補
写
で
、
同
じ
く
佐
藤
栄
中
の

鑑
定
に
は
、
始
め
の
二
箇
所
を
中
院
通
村
、
最
後
を
武
者
小
路
実
陰

と
す
る
。
な
お
、
上
巻
夏
部
の
「
扇
」
全
体
を
脱
す
る
が
、
背
面
に

同
筆
で
補
わ
れ
て
い
る
。

題
　
：�

外
題
な
し
。
内
題
は
「
和
漢
朗
詠
集
巻
上
（
倭
漢
朗
詠
集
巻
下
）」、

尾
題
は
「
和
漢
朗
詠
集
上
（
巻
下
）」。

書
写
形�

式
：
七
言
詩
句
一
行
、
和
歌
二
行
書
き
と
し
、
漢
詩
一
行
と
和
歌
二

行
が
同
じ
幅
で
書
写
さ
れ
る
。

そ
の
他�

：
墨
筆
の
訓
点
及
び
声
点
（
圏
点
）、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
の
ほ
か
、
異
文

書
入
や
詳
細
な
作
者
・
詩
題
注
記
を
有
す
る
。

上
下
巻
は
筆
跡
の
み
な
ら
ず
、
界
線
な
ど
の
書
写
形
式
が
異
な
る
。

本
来
一
揃
い
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

三
、
凡
例

・
本
文
は
、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
生
田
本
和
漢
朗
詠
集
上
巻
を
翻
字
し
た
。

・
本
文
の
改
行
は
、
底
本
の
ま
ま
に
し
た
。

・
表
記
は
現
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

・
判
読
不
能
文
字
は
■
で
示
し
た
。

・
詩
句
に
つ
い
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
句
毎
に
一
字
分
の
空
白

を
空
け
た
。

・
翻
字
に
際
し
て
は
、
本
文
、
詩
題
作
者
注
記
、
書
入
注
、
裏
書
を
対
象
と

し
、
訓
点
の
類
は
、
翻
字
の
都
合
上
、
省
略
し
た
。

・
頭
注
や
裏
書
は
、
該
当
詩
歌
の
横
に
、《
頭
注
》《
裏
書
》
と
し
て
翻
刻
し

た
。
た
だ
し
、
裏
書
の
う
ち
、
漢
字
の
訓
を
示
し
た
も
の
で
、
ど
の
詩
歌

の
も
の
か
特
定
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
省
略
し
た
。

・
割
書
は
〈
　
　
〉
で
示
し
た
。
ま
た
、
割
書
内
の
改
行
は
、
／
で
示
し
た
。

・
脱
字
な
ど
で
行
間
に
補
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、〔
　
〕
で
示
し
た
。

・
詩
歌
の
番
号
は
、『
新
編
国
家
大
観
』（
底
本
は
御
物
伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉

本
）
の
番
号
で
あ
る
。

四
、
生
田
本
翻
刻

和
漢
朗
詠
集
巻
上

春　
立
春
　
早
春
　
春
興
　
春
夜

　
子
日
〈
付
若
菜
〉　
三
月
三
日
〈
付
桃
〉　
暮
春
　
三
月
尽

　
閏
三
月
　
鶯
　
霞
　
雨

　
梅
〈
付
紅
梅
〉　
柳
　
花
〈
付
落
花
〉　
躑
躅

　
款
冬
　
藤

夏　
更
衣
　
首
夏
　
夏
夜
　
端
午

　
納
涼
　
晩
夏
　
花
橘
　
蓮
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一
〇
三

　
郭
公
　
螢
　
蟬
　
扇

秋　
立
秋
　
早
秋
　
七
夕
　
秋
興

　
秋
晩
　
八
月
十
五
夜
〈
付
月
〉　
九
日
〈
付
菊
〉

　
九
月
九
日
〈
付
菊
〉　
九
月
尽

　
女
郎
花
　
萩
　
蘭
　
槿

　
前
栽
　
紅
葉
〈
付
落
葉
〉　
雁
〈
付
帰
雁
〉

　
虫
　
鹿
　
露
　
霧

　
擣
衣

冬　
初
冬
　
冬
夜
　
歳
暮
　
炉
火

　
霜
　
雪
　
氷
〈
付
春
氷
〉

　
霰
　
仏
名

　 

　
春

　
　
　
　
立
春

001
　
逐
吹
潜
開
不
待
芳
菲
之
候
　
迎
春
乍

　
　
変
将
希
雨
露
之
恩
〈
立
春
日
内
園
進
花
賦
〉

《
裏
書
》
公
乗
億
イ

002
　
池
凍
東
頭
風
度
解
　
窓
梅
北
面
雪
対
寒
〈
篤
茂
〉

《
裏
書
》
春
又
之
美
也

003
　
と
し
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
ひ
と
ゝ
せ
を

　
　
こ
そ
と
や
い
は
む
こ
と
し
と
や
い
は
む
〈
在
原
元
方
／
已
上
旧
年
〉

004
　
柳
無
気
力
条
先
動
　
池
有
波
文
氷
尽
開
〈
白
〉

005
　
今
日
不
知
誰
計
会
　
春
風
春
水
一
時
来
〈
白
〉

006
　
夜
向
残
更
寒
磬
尽
　
春
生
香
火
暁
炉
燃
〈
山
寺
立
／
春
／
良
春
道
〉

007
　
そ
て
ひ
ち
て
む
す
ひ
し
み
つ
の
こ
ほ
れ
る
を

　
　
は
る
た
つ
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
む
〈
貫
之
〉

008
　
は
る
た
つ
と
い
ふ
は
か
り
に
や
み
よ
し
の
ゝ

　
　
山
も
か
す
み
て
け
さ
は
み
ゆ
ら
む
〈
忠
峯
〉

《
裏
書
》
平
貞
文
家
歌
合

　
　
　
　
早
春

009
　
氷
消
田
地
蘆
錐
短
　
春
入
枝
条
柳
眼
低
〈
元
〉

《
裏
書
》
寄
楽
天

010
　
先
遣
和
風
報
消
息
　
続
教
啼
鳥
説
来
由
〈
白
〉

011
　
東
岸
西
岸
之
柳
　
遅
速
不
同
　
南
枝
北

　
　
枝
之
梅
　
開
落
已
異
〈
春
生
逐
地
形
／
保
胤
〉

012
　
紫
塵
嬾
蕨
人
拳
手
　
碧
玉
寒
蘆
錐
脱
嚢
〈
野
相
公
〉

013
　
気
霽
風
梳
新
柳
髪
　
氷
消
浪
洗
旧
苔
鬢
〈
都
良
香
〉

《
裏
書
》
下
句
羅
城
門
鬼
付
之
云
々

014
　
庭
増
気
色
暗
沙
緑
　
林
変
容
輝
宿
雪
紅
〈
草
樹
暗
／
迎
春
／
紀
〉

《
裏
書
》
呂
朗
詠
所
用
句
云

（々
（
（

015
　
い
は
そ
ゝ
く
た
る
ひ
の
う
へ
の
さ
は
ら
ひ
の

　
　
も
え
い
つ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
な
〈
志
貴
皇
子
〉



一
〇
四

016
　
山
風
に
と
く
る
こ
ほ
り
の
ひ
ま
こ
と
に

　
　
う
ち
い
つ
る
波
や
春
の
は
つ
は
な
〈
源
正
純
〉

017
　
み
わ
た
せ
は
ひ
ら
の
た
か
ね
に
ゆ
き
き
え
て

　
　
若
菜
つ
む
へ
く
野
は
な
り
に
け
り
〈
兼
盛
〉

　
　
　
　
春
興

018
　
花
下
忘
帰
自
美
景
　
樽
前
勧
酔
是
春
風
〈
白
〉

019
　
野
草
芳
菲
紅
錦
地
　
遊
糸
繚
乱
碧
羅
天
〈
劉
禹
錫
〉

020
　
歌
酒
家
々
花
処
々
　
莫
空
管
領
上
陽
春
〈
白
〉

021
　
山
桃
復
野
桃
　
日
曝
紅
錦
之
幅
　
門
柳

　
　
復
岸
柳
　
風
宛
麹
塵
之
糸
〈
逐
処
花
皆
好
／
斉
名
〉

022
　
着
野
展
敷
紅
錦
繡
　
当
天
遊
織
碧
羅
綾
〈
野
相
公
〉

023
　
林
中
花
錦
時
開
落
　
天
外
遊
糸
或
有
無
〈
田
達
音
〉

《
裏
書
》
嶋
田
忠
臣
也
／
唐
也
／
野
篁
同
時
／
貞
観
之
比
／
人
也

024
　
笙
歌
夜
月
家
々
思
　
詩
酒
春
風
処
々
情
〈
悦
者
衆
／
菅
三
品
〉

025
　
も
ゝ
し
き
の
お
ほ
宮
人
は
い
と
ま
あ
れ
や

　
　
さ
く
ら
か
さ
し
て
今
日
は
く
ら
し
つ
〈
赤
人
〉

026
　
は
る
は
な
を
わ
れ
に
て
し
り
ぬ
花
さ
か
り

　
　
こ
ゝ
ろ
の
と
け
き
人
は
あ
ら
し
な
〈
忠
峯
〉

　
　
　
　
春
夜

027
　
背
燭
共
憐
深
夜
月
　
踏
花
同
惜
少
年
春

028
　
は
る
の
夜
の
や
み
は
あ
や
な
し
む
め
の
は
な

　
　
い
ろ
こ
そ
み
え
ね
か
や
は
か
く
る
ゝ
〈
躬
恒
〉

　
　
　
　
子
日
〈
付或

若
菜
〉

029
　
倚
松
樹
以
摩
腰
　
習
風
霜
之
難
犯
也
　
和
菜
羹

　
　
而
啜
口
　
期
気
味
之
克
調
也
〈
菅
丞
相
／
雲
林
院
行
幸
序
〉

030
　
倚
松
根
摩
腰
　
千
年
之
翠
満
手
　
折
梅

　
　
花
挿
頭
　
二
月
之
雪
落
衣
〈
尊
敬
／
子
日
野
遊
序
〉

《
裏
書
》
入
道
也
／
順
カ
師
也

031
　
ね
の
ひ
す
る
野
辺
に
こ
ま
つ
の
な
か
り
せ
は

　
　
千
代
の
た
め
し
に
な
に
を
ひ
か
ま
し
〈
忠
見
〉

032
　
ち
と
せ
ま
て
ちか

き

れ

る

き
り
し
ま
つ
も
け
ふ
よ
り
は

　
　
君
に
ひ
か
れ
て
よ
ろ
つ
よ
や
へ
む
〈
能
宣
〉

《
裏
書
》
能
宣
為
地
下
者
親
王
子
日
野
遊
時
所
詠
也
父
頼
基
聞
此
歌
勘
発
曰

汝
若
慮
外
／
昇
殿
時
供
達
子
日
者
将
詠
何
歌
乎

033
　
ね
の
ひ
し
に
し
め
つ
る
野
辺
の
ひ
め
こ
ま
つ

　
　
ひ
か
て
や
千
代
の
影
を
ま
た
ま
し
〈
清
正
〉

　
　
　
　
若
菜

034
　
野
中
芼
菜
　
世
事
推
之
蕙
心
　
鑪
下
和
羹

　
　
俗
人
属
之
荑
指
〈
菅
丞
相
〉

《
頭
注
》
或
〔
作
〕
荑
／
医
師
／
指
也

035
　
あ
す
か
ら
は
わ
か
な
つ
ま
せ
む
か
た
を
か
の

　
　
あ
し
た
の
は
ら
は
け
ふ
そ
や
く
め
る
〈
人
丸
〉

036
　
あ
す
か
ら
は
若
菜
つ
ま
む
と
し
め
し
野
に

　
　
昨
日
も
今
日
も
ゆ
き
は
ふ
り
つ
ゝ
〈
赤
人
〉
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一
〇
五

037
　
ゆ
き
て
み
ぬ
ひ
と
も
し
の
へ
と
は
る
の
野
の

　
　
か
た
み
に
つ
め
る
わ
か
な
ゝ
り
け
り
〈
貫
之
〉

　
　
　
　
三
月
三
日
〈
付
桃
〉

038
　
春
来
遍
是
桃
花
水
　
不
弁
仙
源
何
処
尋
〈
王
維
〉

《
裏
書
》
桃
源
行
　
時
年
十
六

039
　
春
之
暮
月
　
々
之
三
朝
　
天
酔
于
花
桃
李

　
　
盛
也
　
我
后
　
一
日
之
沢
　
万
機
之
余
　
曲
水

　
　
雖
遙
　
遣
塵
雖
絶
　
書
巴
字
而
知
地
勢
　
思

　
　
魏
文
以
翫
風
流
　
蓋
志
之
所
之
　
謹
上
小

　
　
序
〈
菅
丞
相
〉

《
裏
書
》
思
万
機
之
故
／
為
長
卿
／
曲
〈
コ
ク
／
キ
ヨ
ク
〉
／
何
モ
是
妨
云
々

040
　
煙
霞
遠
近
応
同
戸
　
桃
李
浅
深
似
勧
盃
〈
花
時
天
似
酔
／
菅
〉

041
　
水
成
巴
字
初
三
日
　
源
起
周
年
後
幾
霜
〈
縈
流
送
／
羽
觴
／
篤
茂
〉

042
　
礙
石
遅
来
心
窃
待
　
索
流
遄
過
手
先
遮
〈
雅
規
／
同
前
〉

043
　
夜
雨
偸
湿
　
曾
波
之
眼
新
嬌
　
暁
風
緩
吹

　
　
不
言
之
口脣
先
咲
〈
桃
始
華
賦
／
紀
〉

044
　
み
ち
と
せ
に
な
る
とて

歟い
ふ
も
ゝ
の
こ
と
し
よ
り

　
　
花
さ
く
は
る
に
あ
ひ
そ
しめ
に
け
るり
〈
亭
子
院
歌
合
／
坂
上
是
則
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〈
に
け
る
か
な
〉

《
裏
書
》
亭
子
院
歌
合
／
坂
上
是
則

　
　
　
　
暮
春

045
　
払
水
柳
花
千
万
点
　
隔
楼
鶯
舌雨

雨
三
声
〈
元
〉

046
　
低
翅
沙
鷗
潮
落
暁
　
乱
糸
野
馬
草
深
春
〈
菅
／
晩
春
遊
／
松
山
館
〉

047
　
人
無
更
少
時
須
惜
　
年
不
常
春
酒
莫
空
〈
野
〉

048
　
劉
白
若
知
今
日
好
　
応
言
此
処
不
言
何
〈
深
春
好
／
順
〉

《
裏
書
》
唱
和
集
何
処
深
春
好
春
深
学
士
家
云
々

049
　
い
た
つ
ら
に
す
く
す
月
日
は
お
ほ
か
れ
と

　
　
は
な
見
て
く
ら
す
は
る
そ
す
く
な
き
〈
興
風
〉

　
　
　
　
三
月
尽

050
　
留
春
々
不
住
　
春
帰
人
寂
寞
　
厭
風
々

　
　
不
定
　
風
起
花
蕭
索
〈
白
／
落
花
〉

《
裏
書
》
文
集
第
五
十
一
落
花
〈
古
調
〉

051
　
竹
院
君
閑
消
永
日
　
花
亭
我
酔
送
残
春
〈
白
〉

052
　
惆
悵
春
帰
留
不
得
　
紫
藤
花
下
漸
黄
昏
〈
白
／
三
月
／
三
十
日
〉

053
　
送
春
不
用
動
舟
車
　
唯
別
残
鶯
与
落
花
〈
送
春
／
菅
〉

054
　
若
使
韶
光
知
我
意
　
今
霄
旅
宿
在
詩
家
〈
同
〉

055
　
留
春
不
用
開
城
固
　
花
落
随
風
鳥
入
雲
〈
尊
敬
／
三
月
尽
〉

056
　
今
日
の
み
と
は
る
を
お
も
は
ぬ
と
き
た
に
も

　
　
た
つ
こ
と
や
す
き
は
な
の
か
け
か
は
〈
躬
恒
／
亭
子
院
歌
合
〉

057
　
は
な
も
み
な
ち
り
ぬ
る
や
と
は
ゆ
く
は
る
の

　
　
ふ
る
さ
と
ゝ
こ
そ
な
り
ぬ
へ
ら
な
れ
〈
貫
之
〉

058
　
ま
た
も
こ
む
時
そ
と
お
も
へ
と
た
の
ま
れ
ぬ

　
　
我
身
に
し
あ
れ
は
お
そ
き
は
る
か
な
〈
貫
之
〉

　
　
　
　
閏
三
月
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059
　
今
年
閏
在
春
三
月
　
剰
見
金
陵
一
月
花
〈
陸
侍
郎
〉

060
　
帰
谿
歌
鶯
　
更
逗
留
於
孤
雲
之
路
　
辞
林

　
　
舞
蝶
　
還
翩
翻
於
一
月
之
花
〈
順
〉

061
　
花
悔
帰
根
無
益
悔
　
鳥
期
入
谷
定
延
期
〈
清
滋
藤
／
同
前
〉

062
　
さ
く
ら
は
な
は
る
く
は
ゝ
れ
る
と
し
た
に
も

　
　
人
の
こ
ゝ
ろ
に
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
〈
中伊

勢
イ務
〉

　
　
　
　
鶯

063
　
鶏
既
鳴
忠
臣
待
旦
　
鶯
未
出
遺
賢
在
谷
〈
鳳
為
王
／
賦
〉

064
　
誰
家
碧
樹
　
鶯
啼
而
羅
幕
猶
垂
　
幾
処

　
　
花
堂
　
夢
覚
而
珠
簾
未
巻
〈
暁
賦
／
張
読
〉

065
　
咽
霧
山
鶯
啼
尚
少
　
穿
沙
蘆
笋
葉
纔
分
〈
白
〉

066
　
台
頭
有
酒
鶯
呼
客
　
水
面
無
塵
風
洗
池
〈
白
〉

067
　
鶯
声
誘
引
来
花
下
　
草
色
拘
留
坐
水
辺
〈
白
〉

068
　
感
同
類
於
相
求
　
離
鴻
去
雁
之
応
春
囀

　
　
会
異
気
而
終
混
　
龍
吟
魚
躍
之
伴
暁
啼
〈
菅
三
品
〉

069
　
燕
姫
之
袖
暫
収
　
猜
繚
乱
於
旧
柏
　
周
郎
之

　
　
簪
頻
動
　
願
間
関
於
新
花
〈
鳥
声
韻
管
絃
／
菅
三
品
〉

《
裏
書
》
周
郎
者
周
瑜
也 

知
楽
誤
留
必
顧
云
々
近
代
之
人
不
知
本
文
為
舞
者

可
恠
也
／
重
テ
夫
ノ
調
泥
風
而
不
和
曲
咽
霧
而
自
誤
ニ

070
　
新
路
如
今
穿
宿
雪
　
旧
巣
為
後
属
春
雲
〈
鶯
出
／
谷
／
菅
三
品
〉

071
　
西
楼
月
落
落
花
間
　
曲
中
殿
燈
残
竹
裏
音〈
宮
鶯
囀
／
暁
光
／
菅
三
品
〉

《
裏
書
》
件
夜
未
講
詩
前
村
上
天
皇
以
青
鳥
問
文
時
曰
常
称
可
勝
叡
草
由
今

夜
如
何
／
文
時
申
他
時
敢
不
挑
申
但
今
夜
自
謂
恐
有
一
日
長
云
々
／
御
製

者
月
落
高
歌
御
柳
陰
也
斉
信
卿
曰
此
句
勝
於
西
楼
句
遠
矣
但
上
不
造
作
也

072
　
あ
ら
た
ま
の
と
し
た
ち
か
へ
る
あ
し
た
よ
り

　
　
ま
た
る
ゝ
も
の
は
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
〈
素
性
／
延
喜
御
時
四
季
御
屏
風
〉

073
　
あ
さ
み
と
り
は
る
た
つ
そ
ら
に
う
く
ひ
す
の

　
　
は
つ
こ
ゑ
ま
た
ぬ
人
は
あ
ら
し
な
〈
麗
景
殿
女
御
〉

074
　
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
な
か
り
せ
は
ゆ
き
ゝ
え
ぬ

　
　
山
さ
と
い
か
て
は
る
を
し
ら
ま
し
〈
中
務
〉

　
　
　
　
霞

075
　
霞
光
曙
後
殷
於
火
　
草
色
暗
来
嬾
似
煙
〈
白
／
早
春
〉

076
　
鑚
沙
草
只
三
分
許
　
跨
樹
霞
纔
半
段
余
〈
菅
〉

077
　
昨
日
こ
そ
と
し
は
く
れ
し
か
は
る
か
す
み

　
　
か
す
か
の
山
に
は
や
た
ち
に
け
り
〈
立
春
日
／
人
丸
〉

078
　
は
る
か
す
み
たた

ゝ

る
て
る
や
い
つ
こ
み
吉
野
の

　
　
よ
し
の
ゝ
山
に
ゆ
き
は
ふ
り
つ
ゝ
〈
読赤
人
イ人
不
知
〉

079
　
あ
さ
ひ
さ
す
み
ね
の
し
ら
ゆ
き
む
ら
き
え
て

　
　
は
る
の
霞
は
た
な
ひ
き
に
け
り
〈
兼
盛
〉

《
裏
書
》
件
歌
要
五
〔
字
〕
句
人
々
相
分
論
也 

或
未
銷
之
意
也 

又
云
頗
消
之

意
也
／
吉
忠
等
論
也

　
　
　
　
雨

080
　
或
垂
花
下
　
潜
増
墨
子
之
悲
　
時
舞
鬚
間

　
　
暗
動
潘
郎
之
思
〈
密
雨
散
糸
賦
／
左
窂
〉



関
西
大
学
図
書
館
蔵
生
田
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
上
巻
の
本
文

一
〇
七

《
裏
書
》
左
牢
　
文
選
張
景
陽
雑
詩
文

081
　
長
楽
鐘
声
花
外
尽
　
龍
池
柳
色
雨
中
深
〈
李
嶠
潘
／
無
題
〉

《
裏
書
》
李
繙
端
〈
或
本
〉

082
　
養
得
自
為
花
父
母
　
洗
来
寧
弁
薬
君
臣
〈
紀
／
仙
家
春
雨
〉

083
　
花
新
開
日
初
陽
潤
　
鳥
老
帰
時
薄
春
陰蔭
〈
春
色
／
雨
中
尽
／
菅
三
品
〉

084
　
斜
脚
暖
風
先
扇
処
　
暗
声
朝
日
未
晴
程
〈
微
雨
自
東
／
来
／
保
胤
〉

085
　
さ
く
ら
か
り
あ
め
は
ふ
り
き
ぬ
お
な
し
く
は

　
　
ぬ
る
と
も
は
な
の
か
け
に
か
く
れ
む
〈
能
宣
〉

086
　
あ
を
や
き
の
え
た
に
か
ゝ
れ
る
は
る
さ
め
は

　
　
い
と
も
て
ぬ
け
る
た
ま
か
と
そ
み
る
〈
伊
勢
〉

　
　
　
　
梅

087
　
白
片
落
梅
浮
澗
水
　
黄
梢
新
柳
出
城
墻
〈
白
〉

088
　
梅
花
帯
雪
飛
琴
上
　
柳
色
和
煙
入
酒
中
〈
章
孝
／
標
／
早
春
〉

089
　
漸
薫
臘
雪
新
封
裏
　
偸
綻
春
風
未
扇
先〈
寒
梅
結
／
早
花
／
邑
上
御
製
〉

090
　
青
糸
縿
出
陶
門
柳
　
白
玉
装
成
庾
領
梅
〈
江
相
公
／
尋
春
花
〉

091
　
五
嶺
蒼
々
雲
往
来
　
但
憐
大
庾
万
株
梅
〈
広
川
品
／
中
／
菅
三
品
〉

092
　
誰
言
春
色
従
東
到
　
露
暖
南
枝
花
始
開
〈
菅
／
三
品
〉

093
　
いこ

そ
の
は
る
に
し
と
し
ね
こ
し
て
う
へ
し
わ
か
や
と
の

　
　
わ
か
き
の
む
め
は
花
さ
き
に
け
り
〈
中
納
言
安
倍
広
庭
〉

094
　
我
せ
こ
に
み
せ
む
と
お
も
ひ
し
む
め
の
花

　
　
そ
れ
と
も
み
え
す
ゆ
き
の
ふ
れ
ゝ
は
〈
赤
人
〉

095
　
か
を
と
め
て
た
れ
お
ら
さ
ら
む
む
め
の
は
な

　
　
あ
や
な
し
霞
た
ち
な
か
く
し
そ
〈
躬
恒
〉

　
　
　
　
紅
梅

096
　
梅
含
鶏
舌
兼
紅
気
　
江
弄
瓊
花
帯
碧
文
〈
元
／
早
春
〉

097
　
浅
紅
鮮
娟
　
仙
方
之
雪
媿
色
　
濃
香
芬
郁

　
　
妓
鑪
之
煙
譲
薫
〈
橘
正
通
／
繞
簷
梅
正
開
序
〉

098
　
有
色
易
分
残
雪
底
　
無
情
難
弁
夕
陽
中
〈
前
中
書
王
／
庭
前
紅
梅
〉

099
　
仙
臼
風
生
空
簸
雪
　
野
鑪
火
暖
未
揚
煙
〈
斉
名
〉

100
　
君
な
ら
て
誰
に
か
見
せ
む
む
め
の
は
な

　
　
い
ろ
を
も
香
を
も
し
る
人
そ
し
る
〈
友
則
〉

101
　
い
ろ
か
を
は
お
も
ひ
も
い
れ
す
む
め
の
は
な

　
　
つ
ね
な
ら
ぬ
よ
に
よ
そ
へ
て
そ
見
る
〈
花
山
法
皇
御
製
〉

　
　
　
　
柳

102
　
林
鶯
何
処
吟
箏
柱
　
墻
柳
誰
家
曬
麴
塵
〈
白
／
早
春
〉

103
　
漸
欲
払
他
騎
馬
客
　
未
多
遮
得
上
楼
人
〈
新
柳
／
白
〉

104
　
巫
女
廟
花
紅
似
粉
　
昭
君
村
柳
翠
於
眉
〈
題
峡
中
石
上
〉

105
　
誠
知
老
去
風
情
少
　
見
此
争
無
一
句
詩
〈
白
〉

106
　
大
庾
嶺
之
梅
早
落
　
誰
問
粉
粧
　
匡
盧
山
之

　
　
杏
未
開
　
豈
趁
紅
艶
〈
江
納
言
／
停
盃
看
柳
色
序
〉

107
　
雲
擎
紅
鏡
扶
桑
日
　
春
嫋
黄
珠
嬾
柳
風
〈
田
達
／
音
／
早
春
／
即
事
〉

108
　
嵆
宅
迎
晴
庭
月
暗
　
陸
池
逐
日
水
煙
深〈
柳
影
／
繁
初
合
／
後
中
書
王
〉

109
　
潭
心
月
泛
交
枝
桂
　
岸
口
風
来
混
葉
蘋
〈
垂
柳
払
／
緑
水
／
菅
三
品
〉

110
　
あ
を
や
き
の
い
と
よ
り
か
く
る
は
る
し
も
そ
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み
た
れ
て
は
な
は
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
る
〈
貫
之
〉

111
　
は
る
く
れ
は
し
た
り
や
な
き
の
ま
よ
ふ
い
と
の

　
　
い
も
か
こ
ゝ
ろ
に
な
り
に
け
る
か
な

112
　
あ
を
や
き
の
ま
ゆ
に
こ
も
れ
る
い
と
な
れ
は

　
　
は
る
の
く
る
に
そ
い
ろ
ま
さ
り
け
る
〈
兼
輔
中
納
言
〉

《
裏
書
》
或
本
伊
世
歌
云
々
／
或
本
兼
輔
中
納
言

　
　
　
　
花

113
　
花
明
上
苑
　
軽
軒
馳
九
陌
之
塵
　
猿
叫
空

　
　
山
　
斜
月
瑩
千
巌
之
路
〈
閑
賦
／
張
読
〉

114
　
池
色
溶
々
藍
染
水
　
花
光
焔
々
火
焼
春
〈
白
／
早
春
〉

115
　
遙
見
人
家
花
便
入
　
不
論
貴
賤
与
親
疎
〈
白
／
尋
春
〉

《
裏
書
》
或
云
白
居
易
乍
乗
馬
致
師
礼
石
之
家
師
礼
見
之
大
怒
云
汝
作
詩
方

／
免
此
過
云
々
随
言
作
此
詩
成
親
眤
之
契
云
々

116
　
瑩
日
瑩
風
　
高
低
千
顆
万
顆
之
玉
　
染

　
　
枝
染
浪
　
表
裏
一
入
再
入
之
紅

《
裏
書
》
件
序
冷
泉
院
花
宴
也 

序
遅
無
極
主
上
欲
還
御
而
依
聞
序
首
留
給
／

万
葉
仙
宮
百
花
一
洞
也
云
々
　
件
座
講
師
　
大
内
記
藤
雅
材
云
々

117
　
誰
謂
水
無
心
　
濃
艶
臨
兮
波
変
色
　
誰

　
　
謂
花
不
語
　
軽
漾
激
兮
影
動
脣
〈
花
光
浮
水
上 

已
上
／
菅
三
品
〉

118
　
欲
謂
之
水
　
則
漢
女
施
粉
之
鏡
清
瑩
　
欲

　
　
謂
之
花
　
亦
蜀
人
濯
文
之
錦
粲
爛
〈
同
題前

イ

／
順
〉

119
　
織
自
何
糸
唯
暮
雨
　
裁
無
定
様
任
春
風
〈
花
開
如
散
／
錦
／
菅
三
品
〉

120
　
花
飛
如
錦
幾
濃
粧
　
織
者
春
風
未
畳
箱
〈
英
明
／
同
〉

121
　
始
識
春
風
機
上
巧
　
非
唯
織
色
織
芬
芳
〈
落
花
散
／
如
錦
／
英
明
イ
〉

122
　
眼
貧
蜀
郡
裁
残
錦
　
耳
倦
秦
城
調
尽
箏
〈
花
小
鳥
／
亦
稀
／
相
規
〉

123
　
よ
の
中
に
た
え
て
さ
く
ら
の
な
か
り
せ
は

　
　
は
る
の
こ
ゝ
ろ
は
の
と
け
か
ら
ま
し
〈
業
平
〉

124
　
我
や
と
の
は
な
み
か
て
ら
に
く
る
ひ
と
は

　
　
ち
り
な
む
の
ち
そ
こ
ひ
し
か
る
へ
き
〈
躬
恒
〉

125
　
み
て
の
み
や
人
に
か
た
ら
む
や
ま
さ
く
ら

　
　
て
こ
と
に
お
り
て
い
え
つ
と
に
せ
む
〈
素
性
〉

　
　
　
　
落
花

126
　
落
花
不
語
空
辞
樹
　
流
水
無
心
自
入
池
〈
白
〉

127
　
朝
踏
落
花
相
伴
出
　
暮
随
飛
鳥
一
時
帰
〈
白
／
郊
外
／
同
遊
〉

128
　
春
〔
花
〕
面
々
　
𨷻
入
酣
暢
之
筵
　
晩
鶯
声
々
　
予

　
　
参
講
誦
之
座
〈
後
江
相
公
／
大
王
読
史
記
序
〉

129
　
落
花
狼
藉
風
狂
後
　
啼
鳥
龍
鐘
雨
打
時
〈
江
相
公
／
送
残
／
春
〉

《
裏
書
》
楊
巨
源
詩
有
狼
藉
龍
鐘
為
対
之
詩
　
鳴ス

ヽ
ナ
ク
也

声
也
〈
或
云
稽
聖
賦
云
同
観

ハ
龍
鐘
ト
オ
ト
ロ
ヘ
／
者
ヲ
云
々
／
注
云
― 

―
ハ
衰
タ
ル
貌
也
云
々

130
　
離
閣
鳳
翎
憑
檻
舞
　
下
楼
娃
袖
願
階
翻
〈
落
花
還
／
繞
樹
／
菅
三
品
〉

《
裏
書
》
舞
妓
也

131
　
さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
さ
む
か
ら
て

　
　
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る
〈
貫
之
〉

132
　
と
の
も
り
の
と
も
の
み
や
つ
こ
こ
ゝ
ろ
あ
ら
は
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一
〇
九

　
　
こ
の
は
る
は
か
り
あ
さ
き
よ
め
す
な
〈
南
庭
前
落
花
／
公
忠
〉

《
裏
書
》
此
歌
有
両
説
或
曰
朝
忠
納
言
所
読
云
々
　
子
細
見
於
行
成
記

　〈
南
殿
前
落
花
〉

　
　
　
　
躑
躅

137
　
晩
蕊
尚
開
紅
躑
躅
　
秋
房
初
結
白
芙
蓉
〈
白
〉

138
　
夜
遊
人
欲
尋
来
把
　
寒
食
家
応
折
得
驚
〈
山
榴
／
艶
似
火
／
順
〉

139
　
お
も
ひ
い
つ
る
と
き
は
の
山
の
い
は
つ
ゝ
し

　
　
い
は
ね
は
こ
そ
あ
れ
こ
ひ
し
き
も
の
を
〈
平
定
文
〉

《
裏
書
》
定
文
密
通
於
国
経
大
納
言
妻
〈
在
原
棟
梁
女
〉
件
女
後
為
時
平
大
臣

室
生
敦
忠
中
納
言
／
件
納
言
為
小
児
時
定
文
書
其
背
云
々

　
　
　
　
款
冬

《
裏
書
》
款
冬
非
黄
花
事
見
本
朝
佳
句

140
　
点
着
雌
黄
天
有
意
　
款
冬
誤
綻
暮
春
風

�

〈
田
達
音
／
許
渾
イ
／
賦
黄
／
花
〉

《
裏
書
》
或
本
清
慎
公
云
以
可
尋

141
　
書
窓
有
巻
相
収
拾
　
詔
紙
無
文
未
奉
行
〈
保
胤
／
題
黄
花
〉

142
　
か
は
つ
な
く
か
み
な
み
か
は
に
か
け
み
え
て

　
　
い
ま
や
さ
く
ら
む
や
ま
ふ
き
の
花
〈
原
見
女
王
〉

《
裏
書
》
和
鳴
也
（
※
こ
の
歌
の
注
か
）

143
　
我
や
と
の
や
え
山
ふ
き
は
ひ
と
へ
た
に

　
　
ち
り
の
こ
ら
な
む
は
る
の
か
た
み
に
〈
兼
盛
〉

　
　
　
　
藤

133
　
悵
望
慈
恩
三
月
尽
　
紫
藤
花
落
鳥
関
々
〈
白
〉

134
　
紫
藤
露
底
残
花
色
　
翠
竹
煙
中
暮
鳥
声
〈
四
月
有
／
余
春
／
相
規
〉

135
　
た
こ
の
浦
の
そ
こ
さ
へ
に
ほ
ふ
ゝ
ち
な
み
を

　
　
か
さ
し
て
ゆ
か
む
み
ぬ
人
の
た
め
〈
縄
丸
〉

136
　
と
き
は
な
る
ま
つ
の
な
た
て
に
あ
や
な
く
も

　
　
か
ゝ
れ
る
藤
の
さ
き
て
ち
る
か
な
〈
貫
之
〉

　
　
　
夏

　
　
　
　
更
衣

144
　
背
壁
燈
残
経
宿
焔
　
開
箱
衣
帯
隔
年
香
〈
白
〉

145
　
生
衣
欲
待
家
人
着
　
宿
醸
当
招
邑
老
酣
〈
讃
州
作
／
菅
〉

146
　
は
な
の
い
ろ
に
そ
め
し
た
も
と
の
お
し
け
れ
は

　
　
衣
か
へ
う
き
け
ふ
に
も
あ
る
か
な
〈
源
重
之
〉

《
裏
書
》
源
重
之
為
冷
泉
院
坊
時
帯
刀
長
為
晨
昏
向
陸
奥
曰
別
詠
一
首
可
献

一
百
／
由
有
令
旨

　
　
　
　
首
夏

147
　
甕
頭
竹
葉
経
春
熟
　
階
底
薔
薇
入
夏
開
〈
白
〉

148
　
苔
生
石
面
軽
衣
短
　
荷
出
池
心
小
蓋
疎
〈
物
部
安
興
／
首
夏
〉

149
　
わ
か
や
と
の
か
き
ね
や
は
る
を
へ
た
つ
ら
む

　
　
夏
き
に
け
り
と
み
ゆ
る
う
の
は
な
〈
順
〉

　
　
　
　
夏
夜

150
　
風
吹
枯
木
晴
天
雨
　
月
照
平
沙
夏
夜
霜
〈
白
〉

151
　
風
生
竹
夜
窓
間
臥
　
月
照
松
時
台
上
行
〈
白
〉



一
一
〇

152
　
空
夜
窓
閑
螢
度
後
　
深
更
軒
白
月
明
初
〈
紀
〉

153
　
夏
の
よ
を
ね
ぬ
に
あ
け
ぬ
と
い
ひ
お
き
し

　
　
人
は
も
の
を
や
お
も
は
さ
り
け
む
〈
人
丸
〉

154
　
ほ
と
ゝ
き
す
な
く
や
五
月
の
み
し
か
夜
も

　
　
ひ
と
り
し
ぬ
れ
は
あ
か
し
か
ね
つ
も
〈
人
丸
〉

155
　
夏
の
夜
の
ふ
す
か
と
す
れ
は
ほ
と
ゝ
き
す

　
　
な
く
ひ
と
こ
ゑ
に
あ
く
る
し
の
ゝ
め
〈
貫
之
〉

《
裏
書
》
四
条
大
納
言
■
六
条
宮
被
談
曰
貫
之
歌
仙
也
　
宮
曰
不
可
及
人
丸

納
言
曰
不
可
然
／
爰
書
各
秀
歌
十
首
後
曰
被
合
八
首
人
丸
勝
一
首
持
一
首

貫
之
／
勝
云
々
此
歌
持
云
々

　
　
　
　
端
午

156
　
有
時
当
戸
危
身
立
　
無
意
故
園
任
脚
行
〈
艾
人
／
菅
〉

157
　
わ
か
こ
ま
と
け
ふ
に
あ
ひ
く
る
あ
や
め
草

　
　
を
ひ
を
く
る
ゝ
や
ま
く
る
な
る
ら
む
〈
頼
基
〉

158
　
昨
日
ま
て
よ
そ
に
お
も
ひ
し
あ
や
め
草

　
　
今
日
わ
か
や
と
の
つ
ま
と
み
る
か
な
〈
能
宣
〉

　
　
　
　
納
涼

159
　
青
苔
地
上
消
残
雨
　
緑
樹
陰
前
逐
晩
涼
〈
白
〉

160
　
露
簟
清
螢
迎
夜
滑
　
風
襟
蕭
灑
先
秋
涼
〈
白
〉

161
　
不
是
禅
房
無
熱
到
　
但
能
心
静
即
身
涼
〈
白
〉

《
裏
書
》
恒
寂
師
房

162
　
班
婕
妤
団
雪
之
扇
　
代
岸
風
兮
長
忘
　
燕

　
　
昭
王
招
涼
之
珠
　
当
沙
月
兮
自
得
〈
避
暑
対
水
石
／
匡
衡
〉

《
裏
書
》
姓
也
　
女
官
也
　
作
扇
人
也

163
　
臥
見
新
面
臨
水
障
　
行
吟
古
集
納
涼
詩
〈
菅
〉

164
　
池
冷
水
無
三
伏
夏
　
松
高
風
有
一
声
秋
〈
英
明
〉

《
裏
書
》
文
時
被
難
曰
可
作
水
冷
池
風
高
松
云
々

165
　
す
ゝ
し
や
と
草
む
ら
こ
と
に
た
ち
よ
れ
は

　
　
あ
つ
さ
そ
ま
さ
る
と
こ
な
つ
の
は
な

166
　
し
た
く
ゝ
る
水
に
秋
こ
そ
か
よ
ふ
ら
し

　
　
む
す
ふ
い
つ
み
の
手
さ
へ
す
ゝ
し
き
〈
中
務
／
伊
世
イ
〉

167
　
ま
つ
か
け
の
い
は
ゐ
の
水
を
む
す
ひ
あ
け
て

　
　
夏
な
き
と
し
と
お
も
ひ
け
る
か
な
〈
慧
慶
〉

　
　
　
　
晩
夏

168
　
竹
亭
陰
合
偏
宜
夏
　
水
檻
風
涼
不
待
秋
〈
白
〉

《
裏
書
》
夏
日
遊
永
安
亭

169
　
夏
は
つ
る
あ
ふ
き
と
秋
の
し
ら
露
と

　
　
い
つ
れ
か
ま
つ
は
を
き
ま
さ
る
ら
む

170
　
ね
き
こ
と
も
き
か
て
あ
ら
ふ
る
神
た
ちに

も

　
　
今
日
は
な
こ
し
と
人
は
い
ふ
な
り
〈
被
愛
宮
〉

　
　
　
　
花
橘

171
　
盧
橘
子
低
山
雨
重
　
栟
櫚
葉
戦
水
風
涼
〈
白
／
西
湖
晩
／
帰
〉

《
裏
書
》
シ
ユ
ロ
ノ
木

172
　
枝
繫
金
鈴
春
雨
後
　
花
薫
紫
麝
凱
程
〈
後
中
／
書
王
／
盧
橘
／
詩
〉
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173
　
さ
月
ま
つ
は
な
た
ち
花
の
か
を
か
け
は

　
　
む
か
し
の
人
の
そ
て
の
か
そ
す
る
〈
伊
勢
〉

174
　
郭
公
花
た
ち
は
な
の
か
を
と
め
て

　
　
な
く
は
む
か
し
の
人
や
こ
ひ
し
き

　
　
　
　
蓮

175
　
風
荷
老
葉
蕭
条
緑
　
水
蓼
残
花
寂
寞
紅
〈
白
／
県
西
／
郊
秋
〉

176
　
葉
展
影
飜
当
砌
月
　
花
開
香
散
入
簾
風
〈
階
下
／
蓮
／
白
〉

177
　
煙
開
翠
扇
清
風
暁
　
水
泛
紅
衣
白
露
秋
〈
許
渾
／
池
蓮
〉

178
　
岸
竹
條
低
応
鳥
宿
　
潭
荷
葉
動
是
魚
遊
〈
在
昌
／
池
亭
晩
望
〉

179
　
縁
何
更
覓
呉
山
曲
　
便
是
吾
君
座
下
花

�

〈
法
皇
御
賀
題
／
華
山
千
葉
蓮
／
醍
醐
御
製
〉

《
裏
書
》
屏
風

180
　
経
為
題
目
仏
為
眼
　
知
汝
花
中
植
善
根
〈
為
憲
／
池
蓮
〉

181
　
は
ち
す
葉
の
に
こ
り
に
し
ま
ぬ
こ
ゝ
ろ
も
て

　
　
な
にと

か
は
つ
ゆ
を
た
ま
と
あ
さ
む
く
〈
良
僧
正
〉

　
　
　
　
郭
公

182
　
一
声
山
鳥
曙
雲
外
　
万
点
水
螢
秋
草
中
〈
許
渾
〉

《
裏
書
》
去
歳
今
年
不
変
何
　
郭
公
暁
枕
駐
聲
過
〈
或
本
有
之
〉

183
　
五（

（
（

月
や
み
お
ほ
つ
か
な
き
に
ほ
と
ゝ
き
す
な
く

　
　
な
る
こ
ゑ
の
い
と
ゝ
は
る
け
き
〈
明
日
香
皇
子
〉

184
　
ゆ
き
や
ら
て
山
ち
く
ら
し
つ
ほ
と
ゝ
き
す
い
ま
ひ
と

　
　
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に
〈
公
忠
〉

185
　
さ
よ
ふ
け
て
ね
なさ

め
さ
り
せ
は
ほ
と
ゝ
き
す

　
　
ひ
と
つ
て
に
こ
そ
き
く
へ
か
り
け
れ
〈
忠
見
〉

　
　
　
　
螢

186
　
螢
火
乱
飛
秋
已
近
　
辰
星
早
没
夜
初
長
〈
白
〉

《
裏
書
》
辰
星
古
来
難
儀
也 

但
見
漢
書
出
於
四
中
月
之
星
也 

今
過
五
月
当

六
月
故
云
々

187
　
蒹
葭
水
暗
螢
知
夜
　
楊
柳
風
高
雁
送
秋
〈
許
渾
／
上
陽
給
／
事
〉

188
　
明
々
仍
在
　
誰
追
月
光
於
屋
上
　
皓
々
不
消
　
豈

　
　
積
雪
片
於
床
頭
〈
秋
螢
照
帙
賦
／
紀
〉

189
　
山
経
巻
浦
疑
過
岫
　
海
賦
篇
中
似
宿
流
〈
同
上
詩
／
直
幹
〉

190
　
草
ふ
か
きし

イ

あ
れ
た
る
や
と
の
と
も
し
ひ
の

　
　
風
に
き
え
ぬ
は
螢
な
り
け
り
〈
赤
人
〉

191
　
つ（

（
（

ゝ
め
と
も
か
く
れ
ぬ
物
は
な
つ
む
し
の
身
よ
り
あ
ま

　
　
れ
る
お
も
ひ
な
り
け
り
〈
忠
見
　
人
丸
〉

　
　
　
　
蟬

192
　
遅
々
兮
春
日
　
玉
甃
暖
兮
温
泉
溢
　
嫋
々
兮

　
　
秋
風
　
山
蟬
鳴
兮
宮
樹
紅
〈
驪
宮
高
／
白
〉

193
　
千
峯
鳥
路
含
梅
雨
　
五
月
蟬
声
送
麦
秋
〈
李
嘉
／
祐
〉

194
　
鳥
下
翠
蕪
秦
苑
寂
　
蟬
鳴
黄
葉
漢
宮
秋
〈
許
渾
〉

195
　
今
年
異
例
腸
先
断
　
不
是
蟬
悲
客
意
悲
〈
菅
／
新
蟬
〉

196
　
歳
去
歳
来
聴
不
変
　
莫
言
秋
後
遂
為
空
〈
紀
／
聴
初
蟬
〉

197
　
夏
山
の
み
ね
の
こ
す
ゑ
の
た
か
け
れ
は



一
一
二

　
　
そ
ら
に
そ
せ
み
の
こ
ゑ
は
き
こ
ゆ
る

198
　
こ
れ
を
み
よ
人
もに

し
れ
ぬ

と
か
め
ぬ
こ
ひ
す
と
て

　
　
ね
を
な
く
む
し
の
な
れ
る
す
か
た
を
〈
重
光
大
納
言
〉

�《
裏
書
》（

（
（

　
　
　
　
扇

199
　
盛
夏
不
銷
雪
　
終
年
無
塵
風
　
引
秋
生
手
裏
　
歳
月
入
懐
中
〈
白
〉

200
　
不
期
夜
漏
初
分
後
　
唯
翫
秋
風
未
到
前
〈
軽
扇
動
明
月
／
菅
三
品
〉

201
　
あ
ま
の
か
は
河
辺
す
ゝ
し
た
な
は
た
に

　
　
あ
ふ
き
の
か
せ
を
な
を
や
か
さ
ま
し
〈
中
務
〉

202
　
あ
ま
の
か
は
あ
ふ
き
の
風
に
き
り
は
れ
て

　
　
そ
ら
す
み
わ
た
る
か
さ
ゝ
き
の
は
し
〈
元
輔
〉

203
　
君
か
て
に
ま
か
す
る
秋
の
風
な
れ
は

　
　
な
ひ
か
ぬ
草
は
あ
ら
し
と
そ
思
〈
中
務
〉

�　
　
　
秋

　
　
　
　
立
秋

204
　
蕭
颯
涼
風
与
衰
鬢
　
誰
教
計
会
一
時
秋
〈
白
／
立
秋
日
〉

205
　
鶏
漸
散
間
秋
色
少
　
鯉
常
趍
処
晩
声
微

�

〈
於
菅
師
匠
／
旧
亭
賦
／
一
葉
落
庭
時
／
保
胤
〉

《
裏
書
》
文
時
没
後
於
旧
亭
所
作
也 

故
有
其
心
云
々
／
■
■
■

206
　
秋
き
ぬ
と
め
に
は
さ
や
か
に
み
え
ね
と
も
風
の
お
と

　
　
に
そ
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る
〈
敏
行
〉

207
　
う（

（
（

ち
つ
け
に
も
の
そ
か
な
し
き
こ
の
葉
ち
る
秋

　
　
の
は
し
め
を
今
日
と
思
へ
は
〈
能
宣
〉

　
　
　
　
早
秋

208
　
但
嘉
暑
随
三
伏
去
　
不
知
秋
送
二
毛
来
〈
白
〉

209
　
槐
花
雨
潤
新
秋
地
　
桐
葉
風
涼
欲
夜
天
〈
白
〉

210
　
炎
景
剰
残
衣
尚
重
　
暁
涼
潜
到
簟
先
知
〈
紀
／
早
秋
〉

211
　
秋
た
ち
て
い
く
か
も
あ
ら
ね
と
こ
の
ね
ぬ
る

　
　
あ
さ
け
の
風
は
た
も
と
さ
む
し
も
〈
志
貴
皇
子
〉

　
　
　
　
七
夕

212
　
憶
得
少
年
長
乞
巧
　
竹
竿
頭
上
願
糸
多
〈
白
／
七
夕
〉

213
　
二
星
適
逢
　
未
叙
別
緒
依
々
之
恨
　
五
夜

　
　
将
明
　
頻
驚
涼
風
颯
々
之
声
〈
美
材
／
代
牛
女
惜
暁
〉

214
　
露
応
別
涙
珠
空
落
　
雲
是
残
粧
髪
未
成
〈
菅
〉

216
　
去
衣
曳
浪
霞
応
湿
　
行
燭
浸
流
月
欲
消
〈
含
嬌
渡
漢
河
／
文
時
〉

215
　
風
従
昨
夜
声
弥
怨
　
露
及
明
朝
涙
不
禁
〈
江
相
公
／
七
夕
代
／
牛
女
〉

217
　
詞
託
微
派
雖
且
遣
　
心
期
片
月
欲
為
媒
〈
代
牛
女
待
夜
／
輔
昭
〉

《
裏
書
》
古
人
伝
曰
此
度
文
時
与
輔
昭
相
慱
詩
草
云
々

218
　
あ
ま
の
河
と
を
き
わ
た
り
に
あ
ら
ね
と
も

　
　
君
か
ふ
な
て
は
と
し
に
こ
そ
ま
て
〈
人
丸
〉

219
　
ひ
と
ゝ
せ
に
ひ
と
よ
と
お
も
へ
と
た
な
は
た
の

　
　
あ
ひ
見
む
秋
の
か
き
り
な
き
か
な
〈
貫
之
〉
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220
　
と
し
こ
と
に
あ
ふ
と
は
す
れ
と
た
な
は
た
の

　
　
ぬ
る
夜
の
か
す
そ
す
く
な
か
り
け
る
〈
躬
恒
〉

《
裏
書
》
此
二
是
以
実
無
為
秀
歌

　
　
　
　
秋
興

221
　
林
間
煖
酒
焼
紅
葉
　
石
上
題
詩
掃
緑
苔
〈
白
〉

222
　
楚
思
淼
茫
雲
水
冷
　
商
声
清
脆
管
絃
秋
〈
白
〉

223
　
大
底
四
時
心
惣
苦
　
就
中
腸
断
是
秋
天
〈
白
〉

224
　
物
色
自
堪
傷
客
意
　
宜
将
愁
字
作
秋
心
〈
野
相
公
／
客
舎
／
秋
情
〉

225
　
由
来
感
思
在
秋
天
　
多
被
当
時
節
物
牽
〈
早
秋
／
感
懐
／
田
忠
臣
〉

226
　
第
一
傷
心
何
処
〔
最
〕　
竹
風
鳴
葉
月
明
前
〈
同
〉

227
　
蜀
茶
漸
忘
浮
花
味
　
楚
練
新
伝
擣
雪
声
〈
暑
往
／
寒
来
／
高
相
公
〉

《
裏
書
》
或
本
相
規
云
々

228
　
う
つ
ら
な
く
い
は
れ
の
野
辺
の
秋
は
き
を

　
　
お
も
ふ
人
と
も
見
つ
る
今
日
か
な
〈
丹
比
国
人
〉

229
　
秋
は
な
をを

た
ゝ
な
ら
す
こ
そ
お
ほ
え
け
れ

ゆ
ふ
ま
く
れ
こ
そ
た
ゝ
な
ら
ね

　
　
お
き
の
う
は
風
は
き
の
し
た
露
〈
義
孝
少
将
〉

　
　
　
　
秋
晩

230
　
相
思
夕
上
松
台
立
　
蛬
思
蟬
声
満
耳
秋
〈
白
〉

《
裏
書
》
秋
蟬
也

231
　
望
山
幽
月
猶
蔵
影
　
聴
砌
飛
泉
転
倍
声
〈
菅
三
品
〉

232
　
お
く
ら
や
ま
ふ
も
と
の
野
辺
の
は
な
す
ゝ
き

　
　
ほ
の
か
に
み
ゆ
る
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
〈
貫
之
〉

　
　
　
　
秋
夜

233
　
秋
夜
長
　
夜
長
無
睡
天
不
明
　
耿
々
残
燈

　
　
背
壁
影
　
蕭
々
暗
雨
打
窓
声
〈
上
陽
人
／
白
〉

234
　
遅
々
鐘
漏
初
長
夜
　
耿
々
星
河
欲
曙
天
〈
白
／
長
恨
歌
〉

235
　
燕
子
楼
中
霜
月
夜
　
秋
来
只
為
一
人
長
〈
白
／
燕
子
／
楼
〉

236
　
蔓
草
露
深
人
定
後
　
終
霄
雲
尽
月
明
前
〈
野
相
公
／
秋
夜
〉

237
　
蒹
葭
洲
裏
孤
舟
夢
　
楡
柳
営
頭
万
里
心
〈
秋
雨
／
夜
／
斉
名
〉

《
裏
書
》
葦
也

《
裏
書
》
園
也
　
田
也
　
／
　
水
形
也（

（
（

238
　
あ
し
ひ
き
の
や
ま
と
り
の
お
の
し
た
り
お
の

　
　
な
か
〳
〵
し
よ
を
ひ
と
り
か
も
ね
む
〈
人
丸
〉

239
　
む
つ
事
も
ま
た
つ
き
な
く
に
あ
け
に
け
り

　
　
い
つ
ら
は
秋
の
な
か
し
て
ふ
夜
は
〈
躬
恒
〉

　
　
　
　
八
月
十
五
夜
〈
付
月
〉

240
　
秦
甸
之
一
千
余
里
　
凛
々
氷
鋪
　
漢
家

　
　
之
三
十
六
宮
　
澄
々
粉
飾

241
　
織
錦
機
中
　
已
弁
相
思
之
字
　
擣
衣
砧

　
　
上
　
俄
添
怨
別
之
声
〈
八
月
十
五
夜
賦
／
公
乗
億
〉

242
　
三
五
夜
中
新
月
色
　
二
千
里
外
故
人
心
〈
禁
中
／
対
月
／
白
〉

《
裏
書
》
新
月
人
以
為
微
月
初
生
也 

斉
信
公
任
被
相
論
以
此
詩
為
証
謂
夕
／

見
東
方
之
月
也

243
　
嵩
山
表
裏
千
里
雪
　
洛
水
高
低
両
顆
珠
〈
白
〉



一
一
四

244
　
十
二
廻
之
中
　
無
勝
於
此
夕
之
好
　
千
万
里

　
　
之
外
　
皆各

争
於
吾
家
之
光
〈
紀
納
言
／
天
高
秋
月
明
〉

245
　
碧
浪
金
波
三
五
初
　
秋
風
計
会
似
空
虚
〈
白
〉

《
裏
書
》
淳
茂
此
詩
於
河
原
院
講
上
皇
被
仰
曰
此
夜
所
恨
者
先
公
不
見
云
々 

北
野
御
事
歟

246
　
自
疑
荷
葉
凝
霜
早
　
人
噵
蘆
花
過
雨
余

247
　
岸
白
還
迷
松
上
鶴
　
潭
融
可
筭
藻
中
魚

248
　
瑤
池
便
是
尋
常
号
　
此
夜
清
明
珠
不
如
〈
月
影
満
／
秋
池
／
淳
茂
〉

249
　
金
膏
一
滴
秋
風
露
　
玉
匣
三
更
冷
漢
雲
〈
満
月
明
／
如
鏡
／
菅
三
品
〉

《
裏
書
》
時
棟
於
斉
信
卿
家
曰
古
人
未
嘗
犯
詩
忌
諱
頼
澄
曰
依
人
也 

古
人
不

避
歟
／
玉
匣
柩
名
予
案
柩
或
玉
甲
匣
々
者
筥
也 

玉
阿
々
者
先
匱
也
可
分

別
頼
澄
／
以
玉
匣
為
玉
折
犯
不
分
別
必
旧
書
柩
処
作
匣
字
者
誤
也

250
　
楊
貴
妃
帰
唐
帝
思
　
李
夫
人
去別

イ

漢
皇
情
〈
対
雨
恋
月
／
順
〉

《
裏
書
》
数
年
作
設
而
待
八
月
十
五
夜
雨
参
六
条
宮
所
作
云
々

251
　
水
の
お
も
に
て
る
月
な
み
を
か
そ
ふ
れ
は

　
　
こ
よ
ひ
そ
秋
の
も
な
か
な
り
け
る
〈
順
〉

　
　
　
　
月

252
　
誰
人
隴
外
久
征
戍
　
何
処
庭
前
新
別
離
〈
白
／
秋
月
〉

253
　
秋
水
漲
来
舩
去
速
　
夜
雲
収
尽
月
行
遅
〈
郢
展
／
汴
水
東
帰
〉

254
　
不
酔
黔
中
争
得
去
　
摩
囲
山
月
正
蒼
々
〈
白
〉

《
裏
書
》
黔
南
所
名
也
／
天
暦
御
時
仰
朝
綱
文
時
令
文
集
第
一
詩
二
人
倶
進

此
詩
時
人
感
云
々

255
　
天
山
不
弁
何
年
雪
　
合
浦
応
迷
旧
日
珠
〈
統
理
平
／
禁
中
／
翫
月
〉

256
　
欲
和
豊
嶺
鐘
声
否
　
其
奈
華
亭
鶴
警
何〈
夜
月
似
／
秋
霜
／
前
中
書
王
〉

257
　
郷
涙
数
行
征
戍
客
　
棹
歌
一
曲
釣
漁
翁
〈
山
川
千
里
月
／
保
胤
〉

《
裏
書
》
講
夜
文
時
不
称
歎
作
者
伊
鬱
後
日
無
人
之
時
招
曰
汝
入
詩
境
云
々 

一
曲
字
／
人
々
難
之
作
者
云
河
千
里
一
曲
云
々

258
　
あ
ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
見
れ
は
か
す
か
な
る

　
　
み
か
さ
の
山
に
い
て
し
月
か
も
〈
仲
丸
〉

《
裏
書
》
安
倍
中
丸
於
唐
所
詠

259
　
し
ら
雲
に
は
ね
う
ち
か
は
し
と
ふ
雁
の

　
　
か
す
さ
へ
み
ゆ
る
秋
の
よ
の
月

260
　
よ
に
ふ
れ
は
も
の
思
と
し
も
な
け
れ
と
も

　
　
月
に
い
く
た
ひ
な
か
め
し
つ
ら
む
〈
後
中
書
王
〉

《
裏
書
》
件
歌
中
書
王
存
日
四
条
大
納
言
之
入
於
金
玉
集
大
王
没
後
除
之
可

恠
云
々

　
　
　
　
九
日
〈
付
菊
〉

261
　
燕
知
社
日
辞
巣
去
　
菊
為
重
陽
冒
雨
開
〈
李
端
／
秋
日
作
〉

《
裏
書
》
皇
甫
冉
詩
云
々

262
　
採
故
事
於
漢
武
　
則
赤
萸
挿
宮
人
之
衣

　
　
尋
旧
跡
於
魏
文
　
亦
黄
花
助
彭
祖
之
術
〈
賜
菊
花
序
／
紀
納
言
〉

《
裏
書
》
菊
名
也

263
　
先
三
遅
兮
吹
其
花
　
如
暁
星
之
転
河
漢
　
引

　
　
十
分
兮
蕩
其
彩
　
疑
秋
雪
之
廻
洛
川
〈
同
〉



関
西
大
学
図
書
館
蔵
生
田
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
上
巻
の
本
文

一
一
五

264
　
谷
水
洗
花
　
汲
下
流
而
得
上
寿
者
三
十

　
　
余
家
　
地
脈血イ
和
味
　
飡
日
精
而
駐
年
顔
者

　
　
五
百
箇
歳
〈
紀
納
言
／
同
〉

265
　
我
や
と
の
き
く
の
し
ら
つ
ゆ
今
日
こ
と
に

　
　
い
く
よ
たツ
モま
り
て
ふ
ち
と
な
る
ら
ん
〈
中
務
　
或
本
伊
勢
〉

　
　
　
　
菊

266
　
霜
蓬
老
鬢
三
分
白
　
露
菊
新
花
一
半
黄
〈
白
／
九
月
八
日
〉

267
　
不
是
花
中
偏
愛
菊
　
此
花
開

（
（
（尽後

更
無
花
〈
元
／
菊
花
〉

《
裏
書
》
隠
君
子
鼓
琴
時
元
稹
霊
託
人
称
曰
件
詩
開
尽
也 

後
字
不
可
然
云
々

268
　
嵐
陰
欲
暮
　
契
松
柏
之
後
凋
　
秋
景
早
移

　
　
嘲
芝
蘭
之
先
敗
〈
残
菊
序
／
紀
〉

269
　
酈
県
村
閭
皆
潤
屋
　
陶
家
児
子
不
垂
堂
〈
菊
散
一
藂
／
金
／
善
相
公
〉

《
裏
書
》
善
相
公
初
作
富
貨
心
存
可
有
褒
誉
由
而
菅
家
只
美
紀
納
言
之
廉
士

路
裏
句
／
不
被
感
此
詩
宴
罷
退
出
時
相
公
不
堪
鬱
結
於
建
春
門
院
見
参
菅

家
／
仰
曰
富
貨
字
恨
不
作
潤
屋
相
公
乃
改
作
云
々

271
　
蘭
蕙
苑
嵐
摧
紫
後
　
蓬
萊
洞
月
照
霜
中
〈
花
寒
／
菊
点
藂
／
菅
三
品
〉

《
裏
書
》
此
詩
深
可
案
云
々
／
或
云
不
入
詩
境
之
者
不
得
此
詩
心
云
々 
文
時

手
自
乍
作
不
思
／
秀
句
保
胤
曰
秀
逸
也
云
々
　
文
時
深
思
諾
之
云
々

270
　
蘭
苑
自
慙
為
俗
骨
　
槿
籬
不
信
有
長
生
〈
菊
是
草
中
仙
／
保
胤
〉

《
裏
書
》
秋
草
也
（
※
こ
の
詩
の
注
か
）

273
　
こ
ゝ
ろ
あ
て
に
お
ら
は
や
お
ら
む
は
つ
し
も
の

　
　
お
き
ま
と
は
せ
る
し
ら
き
く
の
は
な
〈
躬
恒
〉

272
　
ひ
さ
か
た
の
雲
の
う
へ
に
て
み
る
き
く
は

　
　
あ
ま
つ
ほ
し
と
そ
あ
や
ま
た
れ
け
る
〈
敏
行
〉

　
　
　
　
九
月
尽

274
　
縦
以
崤
函
為
固
　
難
留
蕭
瑟
於
雲
衢
　
縦

　
　
令
孟
賁
而
追
　
何
遮
爽
籟
於
風
境
〈
山
寺
九
月
尽
／
順
〉

《
裏
書
》
秋
草
也
〈
籟
ハ
笛
代
云
々
〉

　
　
或
本
云
／
九
月
尽
於
仏
性
院
／
惜
秋
序

275
　
頭
目
縦
随
禅
客
乞
　
以
秋
施
与
太
応
難
〈
同
／
順
〉

276
　
文
峯
案
轡
白
駒
景
　
詞
海
艤
舟
紅
葉
声
〈
秋
未
出
／
詩
境
／
以
言
〉

《
裏
書
》
以
言
与
斉
名
被
相
試
日
〔
秋
日
也
〕
所
作
云
々 

以
言
初
作
駒
過
景

〔
葉
〕
落
声
云
々 

六
条
宮
見
／
件
草
被
楽
白
字
要
由
仍
改
作
云
々
　
斉
名

常
以
為
怨
称
曰
最モ

テ手
懸
片
手
／
廻
何
計
云
々 

斉
名
臨
終
宮
被
訪
報
命
恩

問
有
恐
悚
千
廻
但
白
字
事
不
忘
却
云
々

277
　
山
さ
ひ
し
秋
も
すく

れき
ぬ
と
つ
く
る
か
も

　
　
ま
き
の
葉
こ
と
に
を
け
る
あ
さ
し
も
〈
八
束
〉

《
裏
書
》
誰
歌
（
※
こ
の
歌
の
注
か
）

278
　
く
れ
て
ゆ
く
あ
き
の
か
た
み
に
お
く
しも

のも
は

　
　
我
も
と
ゆ
ひ
の
し
も
に
そ
あ
り
け
る
〈
兼
盛
〉

　
　
　
　
女
郎
花

279
　
花
色
如
蒸
栗
　
俗
呼
為
女
郎
　
聞
名
戯
欲

　
　
契
偕
老
　
恐
悪
衰
翁
首
似
霜
〈
順
／
女
郎
花
〉

280
　
を
み
な
へ
し
お
ほ
か
る
野
辺
に
や
と
り
せ
は



一
一
六

　
　
あ
や
な
く
あ
た
の
名
を
や
た
つチ

ナ

ム
へ
き
〈
遍
昭
僧
正
／
美
材
イ
〉

281
　
を
み
な
へ
し
見
る
に
こ
ゝ
ろ
は
な
く
さ
ま
て

　
　
い
と
ゝ
む
か
し
の
秋
そ
こ
ひ
し
き
〈
北
宮
御
着
裳
屏
風
歌
／
清
慎
公
〉

　
　
　
　
萩

282
　
暁
露
鹿
鳴
花
始
発
　
百
般
攀
折
一
時
情
〈
新
撰
／
万
葉
集
〉

《
裏
書
》
う
づ
ら
な
く
い
は
れ
の
ゝ
べ
の
秋
は
ぎ
を
／

　
　
お
も
ふ
人
を
も
見
つ
る
け
ふ
か
な
〈
伊
世
　
或
本
此
歌
也（

（
（

〉

283
　
あ
き
の
野
に
は
き
か
る
を
の
こ
な
は
を
な
み

　
　
ね
る
や
ね
り
そ
の
く
た
け
て
そ
思

284
　
う
つ
ろ
は
む
こ
と
た
に
お
し
き
秋
は
き
を

　
　
お
れ
ぬ
は
か
り
も
を
け
る
つし

ら
つ
ゆ
イ
本

ゆ
か
な
〈
伊
勢
〉

285
　
秋
の
野
の
は
き
の
に
し
き
を
ふわ

か

や

と

る
さ
と
に

　
　
し
か
の
ね
な
か
ら
う
つ
し
て
し
か
な
〈
元
輔
〉

　
　
　
　
蘭

286
　
前
頭
更
有
蕭
條
者
　
老
菊
衰
蘭
三
両
藂
〈
白
／
杪
秋
〉

287
　
扶
桑
豈
無
影
乎
　
浮
雲
掩
而
忽
昏
　
藂
蘭

　
　
豈
不
芳
乎
　
秋
風
吹
而
先
敗
〈
莵
裘
賦
／
前
中
書
王
〉

《
裏
書
》
或
云
前
中
書
王
占
亀
山
麓
営
山
庄
之
剰
得
小
野
宮
殿
讒
弥
以
／
蟄

居
作
此
詩
閇
箱
置
之
中
書
王
薨
逝
之
後
天
子
自
然
伝
覧
／
及
于
君
昬
臣

諛
ヘ
ツ
ラ
ヘ
ル

之
所
龍
顔
不
怡
ヨ
ロ
コ
ヒ

投
奇
也 

献
覧
人
成
恐
之
処
／
少
時
又
覧
也
至
此

句
大
啼
泣
云
々

288
　
凝
如
漢
女
顔
施
粉
　
滴
似
鮫
人
眼
泣
珠
〈
紅
蘭
受
／
露
／
都
良
香
〉

289
　
曲
驚
楚
客
秋
絃
馥
　
夢
断
燕
姫
暁
枕
薫
〈
蘭
気
／
入
軽
風
／
直
幹
〉

《
裏
書
》
琴
有
幽
蘭
曲
／
后
　
夢
得
蘭
ヲ
懐
妊
者
也

290
　
ぬ
し
し
ら
ぬ
か
は
に
ほ
ひ
つ
ゝ
あ
き
の
野
に

　
　
た
か
ぬ
き
か
け
し
ふ
ち
は
か
ま
そ
も
〈
素
性
〉

　
　
　
　
槿

291
　
松
樹
千
年
終
是
朽
　
槿
花
一
日
自
為
栄
〈
白
／
放
言
詩
〉

292
　
来
而
不
留
　
薤
壠
有
払
晨
之
露

　
　
去
而
不
返
槿
籬
無
投
暮
之
花
〈
願
文
／
前
中
書
王
〉

293
　
お
ほ
つ
か
な
た
れ
と
か
し
ら
む
秋
き
り
の

　
　
た
え
ま
に
見
ゆ
る
あ
さ
か
ほ
の
は
な

294
　
あ
さ
か
ほ
お
な
に
は
か
な
し
と
お
も
ひ
け
む

　
　
人
を
も
は
な
は
さ
こ
そ
み
る
ら
め
〈
道
信
少
将
〉

　
　
　
　
前
栽

295
　
多
見
栽
花
悦
目
儔
　
先
時
予
養
待
開
遊
〈
栽
秋
花
／
菅
三
品
〉

《
裏
書
》
待
開
遊
末
生
等
伊
鬱
然
而
以
文
集
ノ
詩
我
遊
可
為
証
／

　
　
豫
養
ハ
見
ニ
後
漢
書
帝
紀
云
々

296
　
自
吾
閑
寂
家
僮
倦
　
春
樹
春
栽
秋
草
秋
〈
白
〉

《
裏
書
》
入
道
中
納
言
〈
長
兼
卿
〉
云
伝
聞
故
少
納
言
入
道
云
此
詩
心
ハ
剰
務

ノ
時
ハ
家
僮
無
閑
暇
テ
／
先
春
先
秋
以
有
暇
時
栽
之 

而
閑
居
之
後
僮
僕

有
暇
春
花
春
栽
ト
／
作
也
云
々

297
　
閑
思
看
汝
花
紅
白
　
方
是
当
吾
鬢
白
時年

〈（
（
（

保
胤
〉

298
　
曾
非
種
処
思
元
亮
　
為
是
花
時
供
世
尊
〈
種
菊
／
菅
〉
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《
裏
書
》　
陶
潜セ
ム

也
　
愛
菊
愛
柳

299
　
ち
り
を
た
に
す
え
し
と
そ
お
も
ふ
うあ

さ
ゆ
ふ
に
え
し
よ
り

　
　
い
も
と
わ
か
ぬ
る
と
こ
な
つ
の
は
な
〈
躬
恒
〉

300
　
は
な
に
よ
り
も
の
を
そ
お
も
ふ
し
ら
つ
ゆ
の

　
　
を
く
に
も
い
か
ゝ
な
ら
む
と
す
覧
〈
高
氏
〉

　
　
　
　
紅
葉

301
　
不
堪
紅
葉
青
苔
地
　
又
是
涼
風
暮
雨
天
〈
白
〉

302
　
黄
纐
纈
林
寒
有
葉
　
碧
瑠
璃
暗
水
浄
無
風塵

〈
白
〉

303
　
洞
中
清
浅
瑠
璃
水
　
庭
上
蕭
条疎
錦
繡
林
〈
保
胤
／
山
水
唯
／
紅
葉
イ
〉

304
　
外
物
獨
醒
松
澗
色
　
余
波
合
力
錫
江
声
〈
山
水
唯
紅
葉
／
以
言
〉

《
裏
書
》
故
橘
工
部
〈
孝
親
〉
被
語
曰
少
年
向
江
博
士
宅
〈
匡
衡
〉
博
士
書
此

句
於
冠
筥
／
見
之
曰
以
言
詩
可
謂
日　ヒ
マ
サ
リ
ナ
リ

新
ト
　

305
　
し
ら
つ
ゆ
も
し
く
れ
も
い
た
く
も
る
や
ま
は

　
　
し
た
葉
の
こ
ら
す
い
ろ
づ
き
に
け
り
〈
貫
之
〉

306
　
む
ら
〳
〵
の
に
し
き
と
見
る
さ
ほ
や
ま
の

　
　
は
ゝ
そ
の
も
み
ち
き
り
た
ゝ
ぬ
ま
は
〈
清
正
〉

　
　
　
　
落
葉

307
　
三
伏
而
宮
漏
正
長
　
空
偕
両
滴
　
万
里
〔
而
〕
郷

　
　
園
何
在
　
落
葉
窓
深
〈
秋
賦
〉

309
　
秋
庭
不
掃
携
藤
杖
　
閑
踏
梧
桐
黄
葉
行
〈
白
〉

308
　
城
柳
宮
槐
漫
揺
落
　
秋
悲
不
到
貴
人
心
〈
白
／
早
入
皇
城
〉

310
　
梧
楸
影
中
　
一
声
之
雨
空
灑
　
鷓
鴣
背

　
　
上
　
数
片
之
紅
纔
残
〈
順
／
葉
下
風
枝
疎
序
〉

311
　
樵
蘇
往
反
　
杖
穿
朱
買
臣
之
衣
　
隠
逸

　
　
優
遊
屐
踏
葛
稚
仙
之
薬
〈
落
葉
山
中
路
序
／
相
如
〉

《
裏
書
》
以
紅
葉
為
薬
例
　〈
紅
／
雪
〉
履
字
或
作
屐
文
選
之
意
歟

313
　
随
嵐
落
葉
含
蕭
瑟
　
濺
石
飛
泉
弄
雅
琴
〈
順
／
秋
光
変
山
水
〉

312
　
逐
夜
光
多
呉
苑
月
　
毎
朝
声
少
漢
林
風〈
落
葉
／
随
日
尽
／
後
中
書
王
〉

《
裏
書
》
漢
林
事
人
々
伊
鬱
曰
若
漢
之
上
林
也 

離
合
任
意
也
宮
以
詞
林
証

人
々
／
歎
伏
以
言
曰
此
句
雖
佳
句
於
中
書
王
御
詩
不
如
一
枝
月
称
為
孫
謀

句
314
　
あ
す
か
ゝ
は
も
み
ち
葉葉

也

な
か
る
か
つ
ら
き
の

　
　
山
の
秋
風
ふ
き
そ
し
つぬ
イ

ら
し
〈
人
丸
〉

315
　
神
な
月
し
く
れ
と
ゝ
も
に
か
み
な
み
の

　
　
も
り
の
こモ

ミ
チ
ハの

は
ゝ
ふ
り
に
こ
そ
ふ
れ
〈
貫
之
〉

316
　
み
る
人
も
な
く
て
ち
り
ぬ
る
お
く
や
ま
の

　
　
も
み
ち
は
夜
の
に
し
き
な
り
け
る
〈
貫
之
〉

　
　
　
　
雁
〈
付
帰
雁
〉

317
　
万
里
人
南
去
　
三
春
雁
北
飛
　
不
知
何

　
　
歳
月
　
得
与
汝
同
帰
〈
文
選
　
詠
雁
／
天
宝
集
イ
〉

《
裏
書
》
人
者
我
歟

318
　
尋
陽
江
色
潮
添
満
　
彭
蠡
秋
声
雁
引
来
〈
劉
禹
錫
／
登
清
／
輝
楼
〉

319
　
四
五
朶
山
粧
雨
色
　
両
三
行
雁
点
雲
声秋

〈
杜
荀
鶴
／
淮
陽
道
／
中
作
〉

《
裏
書
》
四
五
朶
古
来
難
義
也
　
但
大
略
見
古
集
等
以
蓮
喩
山
ニ
也
／
呂
栄



一
一
八

望
華
山
詩
曰
華
岳
陰
森
秀
色ソ
ク

濃
ナ
リ
削
成
三
朶
ノ
碧
芙
蓉 

張
方
六
望
／

女
九
山
詩
曰
空
ク
留
メ
テ
香
几
ヲ
在
ハ
山
上
ニ
碧
玉
ノ
蓮
華
／
数
朶
高
シ

云
々

320
　
虚
弓
難
避
　
未
抛
疑
於
上
弦
之
月
懸

　
　
奔
箭
易
迷
　
猶
成
誤
於
下
流
之
水
急
〈
江
相
公
〉

321
　
雁
飛
碧
落
書
青
紙
　
隼
撃
霜
林
破
錦
機
〈
田
達
／
音
／
秋
傍
／
山
行
〉

《
裏
書
》
懸
字
急
字
不
可
有
由 

文
時
心
中
思
之
三
十
年
後
案
得
可
必
有
由
／

称
曰
我
減
於
朝
綱
三
十
年
云
々

322
　
碧
玉
装
箏
斜
立
柱
　
青
苔
色
紙
数
行
書
〈
天
浄
識
／
賓
鴻
／
菅
〉

323
　
雲
衣
范
叔
羈
中
贈
　
風
櫓
瀟
湘
浪
上
舟〈
秋賓

イ

雁
似
／
故
人
／
後
中
書
王
〉

《
裏
書
》
古
人
曰
范
叔
与
瀟
湘
所
謂
双
声
側
対
也
云
々 

蕭
相
対
范
叔
歟
／

　
　
雁
名
也

324
　
あ
き
風
に
は
つ
か
り
か
ね
そ
き
こ
ゆ
な
る

　
　
た
か
た
ま
つ
さ
を
か
け
て
ゆ
く
ら
む
〈
友
則
〉

　
　
　
　
帰
雁

325
　
山
腰
帰
雁
斜
索
帯
　
水
面
新
虹
未
展
巾
〈
都
在
中
〉

326
　
は
る
か
す
み
た
つ
を
み
す
て
ゝ
ゆ
く
か
り
は

　
　
花
な
き
さ
と
に
す
み
や
な
ら
へ
る
　
伊
勢

　
　
　
　
虫

327
　
切
々
暗
窓
下
　
喓
々
深
草
裏
　
秋
天
思
婦

　
　
心
　
雨
夜
愁幽

人
耳
〈
白
〉

328
　
霜
草
欲
枯
虫
思
苦
　
風
枝
未
定
鳥
棲
難
〈
白
〉

329
　
床
嫌
短
脚
蛬
声
鬧
　
壁
厭
空
心
鼠
孔
穿
〈
野
／
秋
夜
〉

330
　
山
館
雨
時
鳴
自
暗
　
野
亭
風
処
織
猶
寒
〈
蛬
声
／
入
夜
催
／
直
幹
〉

331
　
藂
辺
怨
遠
風
聞
暗
　
壁
底
吟
函
月
色
寒
〈
同
前
／
順
〉

《
裏
書
》
詩
合
詩
也
　
敵
直
幹
也
　
直
幹
詩
発
句
有
月
字
順
聞
之 

存
此
詩
可

勝
也

332
　
い
ま
こ
む
と
た
れ
た
の
め
け
む
あ
き
の
よ
の

　
　
あ
か
し
か
ね
つ
もつ

ま
つ
む
し
の
な
く
〈
素
性
／
在
材
イ
〉

333
　
き
り
〳
〵
す
い
た
く
な
ゝ
き
そ
秋
の
夜
の

　
　
な
か
き
お
も
ひ
は
わ
れ
そ
ま
さ
れ
る
〈
藤
忠
房
／
素
性
イ
〉

　
　
　
　
鹿

334
　
蒼
苔
路
滑
僧
帰
寺
　
紅
葉
声
乾
鹿
在
林
〈
温
庭
筠
〉

335
　
暗
遣
食
苹
身
色
変
　
更
随
加
草
徳
風
来
〈
白
鹿
／
紀
〉

336
　
も
み
ち
せ
ぬ
と
き
は
の
山
に
す
む
し
か
は

　
　
を
の
れ
な
き
て
や
あ
き
を
し
る
ら
む
〈
能
宣
〉

337
　
ゆ
ふ
つ
く
よ
お
く
ら
の
山
に
な
く
し
か
の

　
　
こ
ゑ
の
う
ち
に
や
秋
は
き
ぬ
ら
む
〈
貫
之
〉

　
　
　
　
露

338
　
可
憐
九
月
初
三
夜
　
露
似
真
珠
月
似
弓
〈
白
〉

《
裏
書
》
古
人
相
伝
曰
憐
字
訓
楽
也
　
避
禁
諱ク

ヰ

之
時
可
用
件
訓

339
　
露
滴
蘭
藂
寒
玉
白
　
風
◆銜

松
葉
雅
琴
清
〈
英
明
〉�

※
◆
…
行
＋
含

340
　
さ
を
し
か
の
あ
き
た
つ
を
の
ゝ
秋
は
き
に

　
　
た
ま
と
見
る
ま
て
を
け
る
し
ら
露
〈
家
持
〉
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霧

341
　
竹
霧
暁
籠
銜
嶺
月
　
蘋
風
暖暗

〈
晩
イ
〉

送
過
江（

（（
（

春
〈
白
〉

342
　
雖
愁
夕
霧
埋
人
枕
　
猶独愛
朝
雲
出
馬
鞍
〈
江
相
公
〉

343
　
か
は
き
り
の
ふ
も
と
を
こ
め
て
た
ち
ぬ
れ
は

　
　
そ
ら
に
そ
秋
の
山
は
み
え
け
る
〈
深
養
父
〉

344
　
た
か
た
め
の
に
し
き
な
れ
は
か
秋
き
り
の

　
　
さ
をほ

の
や
ま
へ
を
た
ち
か
く
す
覧
〈
友
則
〉

　
　
　
　
擣
衣

《
裏
書
》
此
詩
無
流
布
之
本 

或
本
有
之
／

　 

誰
家
思
婦
秋
擣
帛
　
月
苦
風
凄
砧
杵
悲（

（（
（

345
　
八
月
九
月
正
長
夜
　
千
声
万
声
無
了
時
〈
白
〉

346
　
北
斗
星
前
横
旅
雁
　
南
楼
月
下
擣
寒
衣
〈
白
〉

《
裏
書
》
劉
元
淑
詩
也 

不
可
謂
白

347
　
擣
処
暁
愁
囲
月
冷
　
裁
将
秋
寄
塞
雲
寒
〈
篤
茂
〉

348
　
裁
出
還
迷
長
短
製
　
辺
愁
定
不
昔
腰
囲
〈
直
幹
〉

349
　
風
底
香
飛
双
袖
挙
　
月
前
杵
怨
両
眉
低
〈
同
題
〉

350
　
年
々
別
思
驚
秋
雁
　
夜
々
幽
声
到
暁
鶴鶏

〈
後
中
書
王
／
同
上
〉

《
裏
書
》
後
中
書
王
文
藻
此
詩
後
万
人
難
伏
云
々

351
　
唐
衣
う
つ
こ
ゑ
き
け
は
月
よ
ゝ
み

　
　
ま
た
ね
ぬ
人
を
そ
ら
に
し
る
か
な
〈
貫
之
〉

　
　
　
冬

　
　
　
　
初
冬

352
　
十
月
江
南
天
気
好
　
可
憐
冬
景
似
春
花華

〈
白
〉

353
　
四
時
牢零
落
三
分
減
　
万
物
蹉
跎
過
半
凋
〈
醍
醐
御
製
〉

354
　
床
上
巻
収
青
竹
簟
　
篋
中
開
出
白
綿
衣
〈
菅
〉

355
　
神
な
月
ふ
り
み
ふ
ら
す
み
さ
た
め
な
き

　
　
し
く
れ
そ
冬
の
は
し
め
な
り
け
る

　
　
　
　
冬
夜

356
　
一
盞
寒
燈
雲
外
夜
　
数
盃
温
酎
雪
中
春
〈
白
〉

《
裏
書
》
山
居
雪
夜

357
　
年
光
自
向
燈
前
尽
　
客
思
唯
従
枕
上
生
〈
尊
敬
〉

358
　
お
も
ひ
か
ね
い
も
か
り
ゆ
け
は
ふ
ゆ
の
夜
の

　
　
河
風
さ
む
み
千
鳥
な
く
な
り
〈
貫
之
〉

　
　
　
　
歳
暮

359
　
寒
流
帯
月
澄
如
鏡
　
夕
吹
和
霜
利
似
刀
〈
白
〉

《
裏
書
》
呂
朗
詠
所
用
句
云
々

360
　
風
雲
易
向
人
前
暮
　
歳
月
難
従
老
底
還
〈
花
下
春命

觴
イ

／
良
春
道
〉

361
　
ゆ
く
と
し
の
お
し
く
も
あ
る
か
な
ま
す
か
ゝ
み

　
　
見
る
影
さ
へ
に
く
れ
ぬ
と
お
も
へ
は
〈
貫
之
〉

　
　
　
　
炉
火

362
　
黄
醅
緑
醑
迎
冬
熟
　
絳
帳
紅
炉
逐
夜
開
〈
白
〉

363
　
看
無
野
馬
聴
無
鶯
　
臘
裏
風
光
被
火
迎

《
裏
書
》
遊
糸
名
也

364
　
此
火
応
鑚
花
樹
取
　
対
来
終
夜
有
春
情
〈
火
是
臘
／
天
春
／
菅
三
品
〉



一
二
〇

365
　
他
時
縦
酔
鶯
花
下
　
近
日
那
離
獣
炭
辺
〈
輔
昭
〉

《
裏
書
》
後
句
也（

（（
（

366
　
う
つ
み
火
の
し
た
に
こ
か
れ
し
時
たよ

りに
も

　
　
か
く
に
く
ま
る
ゝ
お
り
そ
わ
ひ
し
き
〈
業
平
〉

　
　
　
　
霜

368
　
三
秋
岸
雪
花
初
日
　
一
夜
林
霜
葉
尽
紅
〈
温
庭
筠
〉

367
　
万
物
秋
霜
能
壊
色
　
四
時
冬
白
最
凋
年
〈
白
〉

369
　
囲
寒
夢
驚
　
或
添
孤
婦
之
砧
上
　
山
深

　
　
感
動
　
先
侵
四
皓
之
鬢
辺
〈
青
女
司
霜
賦
／
紀
〉

370
　
君
子
夜
深
音
不
警
　
老
翁
年
晩
鬢
相
驚
〈
菅
〉

《
裏
書
》
鶴
名
也

371
　
声
々
已
断
花
亭
鶴警

　
歩
々
初
驚知

葛
屨
人濡
イ
本〈
寒
霜
凝
／
菅
〉

372
　
晨
積
瓦
溝
鴛
変
色
　
夜
零
華
表
鶴
呑
声
〈
同
前
／
紀
〉

373
　
夜
を
さ
む
み
ね
さ
め
て
き
け
は
を
し
そ
な
く

　
　
は
ら
ひ
も
あ
え
す
し
も
や
を
く
ら
む
〈
題
読
人
不
知
〉

　
　
　
　
雪

374
　
暁
入
梁
王
之
苑
　
雪
満
群
山
　
夜
登
庾

　
　
公亮
之
楼
月
明
千
里
〈
白
賦
〉

375
　
銀
河
沙
漲
三
千
界
　
梅
嶺
華
開排

一
万
株
〈
白
〉

376
　
雪
似
鵞
毛
飛
散
乱
　
人
披
鶴
氅
立
徘
徊
〈
白
〉

377
　
或
逐
風
不
返
　
如
振
群
鶴
之
毛
　
亦
当
晴

　
　
猶
残
　
疑
綴
衆
狐
之
腋
〈
春
雪
賦
／
紀
〉

378
　
翅
似
得
群
棲
浦
鶴
　
心
応
乗
興
棹
舟
人

�

〈
池
上
／
初
雪
／
邑
上
／
御
製
〉

《
裏
書
》
或
本
有
此
詩
／

　 

暗
夜
猶
行
明
月
地
　
人
間
還
踏
白
雲
天
　
良

379
　
立
於
庭
上
頭
為
鶴
　
坐
在
炉
辺
手
不
亀
〈
菅
〉

380
　
班
女
囲
中
秋
扇
色
　
楚
王
台
上
夜
琴
声
〈
尊
敬
／
題
雪
〉

《
裏
書
》
琴
ノ
曲
ニ
白
雪
曲
ア
リ

381
　
みこ

ゝ
に
わ
か

や
こ
に
は
め
つ
ら
し
く
み
る
は
つ
ゆ
き
をハ

　
　
よ
し
の
ゝ
や
ま
に
ふ
り
や
し
ぬ
ら
む
〈
忠
峯
〉

382
　
み
吉
野
ゝ
山
の
し
ら
ゆ
き
つ
も
る
ら
し

　
　
ふ
る
さ
と
さ
む
く
な
り
ま
さ
る
な
り
〈
是
則
〉

383
　
ゆ
き
ふ
れ
は
木
こ
と
に
は
な
そ
さ
き
に
け
る

　
　
い
つ
れ
を
む
め
と
わ
き
て
お
ら
ま
し
〈
友
則
〉

　
　
　
　
氷
〈
付
春
氷
〉

384
　
氷
封
水
面
聴
無
浪
　
雪
点
林
頭
見
有
花
〈
菅
〉

385
　
霜
妨
鶴
唳
寒
無
露
　
水
結
狐
疑
薄
有
氷
〈
相
如
〉

386
　
お
ほ
そ
ら
の
月
の
ひ
か
り
のし

さ
む
け
れ
は

　
　
影
み
し
水
そ
ま
つ
こ
ほ
り
け
る
〈
相
規
〉

　
　
　〔
春
氷
〈
或
本
无（

（（
（

〉〕

387
　
氷
消
見
水
多
於
地
　
雪
霽
望
山
尽
入
楼
〈
白
〉

388
　
氷
消
漢
主
応
疑
覇
　
雪
尽
梁
王
不
召
枚
〈
尊
敬
〉

389
　
胡
塞
誰
能
全
使
節
　
呼
沲
還
恐
失
臣
忠
〈
雪
尽
氷
舞
／
相
規
〉
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390
　
や
ま
か
は
の
み
き
は
ま
さ
れ
り
は
る
風
に

　
　
た
に
の
こ
ほ
り
は
今
日
や
と
く
覧
〈
維
忠
イ
〉

　
　
　
　
霰

391
　
麞
牙
米
簸
声
々
脆
　
龍
頷
珠
投
顆
々
寒
〈
菅
〉

392
　
み
山
に
は
あ
ら
れ
ふ
る
ら
し
と
や
ま
な
る

　
　
ま
さ
き
の
か
つ
ら
い
ろ
づ
き
に
け
り

　
　
　
　
仏
名

393
　
香
火
一
炉
燈
一
盞
　
白
頭
夜
礼
仏
名
経
〈
白
〉

394
　
香
自
禅
心
無
用
火
　
花
開
合
掌
不
因
春
〈
菅
／
白
微
霰
〉

395
　
あ
ら
た
ま
の
と
し
も
つ
く
れ
は
つ
く
り
け
む

　
　
つ
み
も
の
こ
ら
す
な
り
や
し
ぬ
ら
む
〈
兼
盛
〉

396
　
か
そ
ふ
れ
は
我
身
に
つ
も
る
と
し
月
を

　
　
を
く
り
む
か
ふ
と
な
に
い
そ
く
覧
〈
同
人
〉

和
漢
朗
詠
集
上

注（
1
）　
こ
の
注
、
あ
る
い
は
13
番
歌
の
も
の
か
。

（
2
）　
183‌

184
番
歌
は
、
一
首
分
の
行
間
に
詰
め
て
書
く
。

（
3
）　
191
番
歌
は
、
190
番
歌
の
横
に
詰
め
て
書
く
。

（
4
）　
該
本
で
は
「
扇
」
の
項
目
全
体
が
な
く
、
夏
部
は
「
蟬
」
で
終
わ
り
、
秋
部
に

な
る
。
そ
の
た
め
、
部
立
名
「
秋
」
の
直
前
に
「
○
」
を
付
し
、
裏
書
に
「
扇
」

の
項
を
書
写
す
る
。
こ
こ
で
は
、
裏
書
よ
り
補
っ
て
お
く
。

（
5
）　
206‌

207
番
歌
は
一
首
分
の
行
間
に
詰
め
て
書
く
。

（
6
）　
こ
れ
ら
注
、
ど
の
詩
歌
の
も
の
か
判
然
と
し
な
い
。
仮
に
こ
こ
に
載
せ
る
。

（
7
）「
尽
」
の
傍
書
「
後
」
は
朱
筆
。

（
8
）　
こ
の
歌
、
秋
興
228
番
歌
。

（
9
）「
時
」
の
傍
書
「
年
」
は
朱
筆
。

（
10
）「
暖
」
の
傍
書
の
う
ち
、〈
晩
イ
〉
は
「
暖
」
の
左
側
に
書
入
。

（
11
）　
こ
の
詩
、
345
番
と
同
詩
の
第
一
、
二
句
に
当
た
る
。

（
12
）　
こ
の
注
、
365
番
の
注
か
、
364
と
365
は
一
連
の
詩
。

（
13
）「
春
氷
〈
或
本
无
〉」
は
行
間
補
記
。
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FUJIWARA Kinto’s “Wakanroueisyu” in the Ikuta 
Family Collection, Kansai University Library: 

Introduction and Modern Japanese Transliteration.

ESAKA Yukiko

	 The copy of Wakan roeishu housed at Kansai University Library is a set 
of two companion manuscript scrolls believed to have been transcribed during 
the Kamakura period （1185–1333）. Many such handwritten copies of Wakan 
roeishu exist, but what makes the Ikuta Family copy noteworthy are the 
annotations written on the verso （uragaki） of the first scroll. These 
annotations were made by Oe no Masafusa, and are known as the “Roei 
gochu.” Several other manuscript copies of Wakan roeishu are also known to 
contain the “Roei gochu,” such as the Jowa manuscript. But in the Jowa and 
other manuscript copies, other notes have also been interpolated into the text, 
so they cannot be regarded as pristine examples of the “Roei gochu.” Given 
these circumstances, the Ikuta Family manuscript seems to correspond more 
closely to the characteristics one would expect of a manuscript that had been 
in Oe no Masafusa’s possession, and thus may be closer to the original text.
	 The paper then reprints the uragaki annotations and the relevant portions 
of the main text of the Ikuta Family manuscript and presents them for 
comparison.


